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○モロヘイヤ 

モロヘイヤは、夏が旬の緑黄色野菜です。エジプト

などの中東地域では昔から栄養価の高い野菜として

親しまれ、王様の食べ物ともいわれてきました。給食で

提供するモロヘイヤのスープは、子どもたちに親しみ

をもってもらえるよう、「エジプトの王様スープ」という名

前をつけました。 
食物繊維とβカロテンが豊富で、おなかの調子を調

え、元気な身体づくりに役立ちます。独特の粘りがあ

り、スープ、和え物、カレーや煮物などに使われます。 

 

 

○ ミートソース丼（新献立） 

トマトのうま味を活かしたミートソースをごはん

にかけることで食欲が落ちやすい夏でも食べ

やすい一品です。お肉のたんぱく質と野菜の

栄養を一緒にとることができます。 

○ ７月１日の市制記念日にち

なみ、カラーズカラフル寒天

を取り入れました。市のブラ

ンドメッセージのロゴマーク

をイメージしています。 

旬の食材と献立 
献立の紹介 

こども未来局 

保育・子育て推進部 

 

 

 

梶ヶ谷保育園に異動してきて３年目になります。最初に

ミルクと離乳食で受け入れをした０歳の子どもたちは２歳

児クラスちゅうりっぷ組さんになりました。ついこの間まで

「赤ちゃん」のように感じていたのに、日々さまざまな成長

を見せてくれて驚かされることがあります。 

先日、給食の配膳をしていると「おいしそうだね～」と声

をかけてくれた子がいました。目の前に並ぶ食事を見て

感じたことを言葉にし、伝えてくれる姿に心の成長を感じ

ました。「おいしそう」というひとことには、見た目の印象だ

けでなく、これまでの食事経験の中で得た味や楽しさの記

憶（経験の蓄積）をもとに、それを思い浮かべて表現する

力が育っていることが感じられます。食べることへの興味

や期待、そして自分の気持ちを言葉にする力が育ってい

る、何気ない言葉の中に子どもの成長がしっかりと表れ

ていました。 

給食の時間は、ただ食べるだけでなく、食べることへの

意欲や安心感、人とのやりとりも育まれる大切な時間で

す。一人ひとりのペースを大切にしながら、「食べることっ

て楽しい」という気持ちが自然と育っていくよう、無理のな

い関わりを心がけていきたいと思っています。これからも

子どもたちの小さな成長を大切に見守りながら、安心して

楽しく食事ができる環境づくりをしていきます。 

「おいしそうだね～」の 
ひとことから 

５月、６月は給食にそら豆やグリーンピース、ス

ナップえんどうが登場し、子どもたちにはさやむき

のお手伝いをしてもらいました。今年度は２歳児ク

ラスもそらまめのさやむきに挑戦！１歳児クラスで

は、さやむきはちょっと難しいので、いろいろな春の

豆の紹介をしました。おそるおそる触ってみたり、そ

おっと匂いをかいでみたり、あっと気づいたら豪快

にちぎっていたり、様々な反応が見られました。そし

て、そのあとには「そらまめくんのベッド」の絵本を、

「読んで」とでもいうように担任の保育士のところに

持ってきた子どももいたそうです。 

実際に見て・触れて・においを感じることで、食材

への親しみがぐっと深まります。苦手に感じやすい

野菜も、自分で触れる体験を通して「食べてみよう

かな」という気持ちにつながっています。 

ご家庭でも、買い物の際に旬の食材に目を向け

たり、一緒に触れてみたりすることで、子どもたちの

食への関心がさらに広がります。ぜひ会話のきっ

かけにしてみてください。 

豆のさやむきをしました 
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